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＜連絡事項＞

・9/24（土）青仁会ふれあい秋祭りのアンケートの締め切りとなっている。

＜外来患者様情報＞

・久保　興介様～頓服がなくなっているためコントミン処方している。精神症状は安定していると話している。

・松倉　健一様～特に変わりなく生活していると話している。

＜患者様情報＞

・川村　享　様～本日受診予定となっていたが、来院していないため、外来から電話連絡している。祝日であるため、受診は休みと思っていたとのこと。

・高田　マキ様～訳もなくイライラしたり、設定されていない面談が設定されていたと話していることなどについて、主治医より、病状というよりは枠が決められていることへの反発と考えられるが、デイケアの利用時間等守るべきことはきちんと伝えるようにということである。

・宮　陽子　様～半月ほどデイケアを休んでいる。外来受診時は精神症状の訴え等は聞かれない。保護者への連絡も視野に入れて観察していく。

・浅水　洋　様～昨日、母様が代理受診をしている。救急車を頻繁に呼んでいることでアパートの住民からクレームを受けており、退居の可能性もあるとのこと。家族は本人の入院を希望している。本日、PSWによる面談があり、9月24日（土）に受診する予定となっている。

＜新規受診予定患者様＞

・平間　慶　様～38歳、男性、うつ病。H22年9月に八戸市への転勤（建設会社）と同時に現場監督を任されるが、クレームやミスの処理が増加したことでストレスを感じていた。H22年末頃より、抑うつ感が出現し、集中力が低下して仕事中にミスするようになり、H23年8月頃より、食欲の低下、体重の減少（3kg）、睡眠不安定などが出現していた。H23年9月10日、仙台市へ帰省時に篠田クリニックを受診し、うつ病と診断され、睡眠導入剤等処方されていた。その後も睡眠不安定が続き、精神科への通院を希望し、9月24日当院受診予定となっている。

・昆　善三　様～82歳、男性。H23年1月、下肢に発疹・水泡が出現し、歩行不安定となっていたことから、北村皮膚科を受診し、水泡性類天疱瘡と診断され、同院の紹介で市立市民病院皮膚科へ入院となる。薬物療法により身体症状は改善されていたが、同時期より記銘力障害が強まり、イライラ感・焦燥感を訴えて、介護に抵抗を示すことがあった。H23年4月上旬、リハビリテーションの目的で八戸西病院へ転院となるが、易怒性・易興奮性が昂進、日課や介護に抵抗を示し怒鳴ることや服薬拒否が見られたため、治療継続が困難となり、15日程度で退院となる。退院後は、自宅療養となり、河原木内科医院へ通院、デイサービスセンターを利用するが、依然として服薬拒否が強く、易怒性・易興奮性が持続、記憶障害・見当識障害も進行。その後は、尿失禁が目立ち、食事をしたことを忘れる、子を認識できない、睡眠不安定、周囲の音に敏感になるなど症状が現れたため、家族の精神負担が強まっていた。9月14日、主治医より認知症の専門医療機関への受診を勧められ、9月27日受診と予定となっている。

＜栄養指導＞

・金田　國雄様～妻様とともに栄養指導を受ける。主食のパンをご飯に切り替えることができ、野菜を取れるようになっているとのことを評価し、継続していくよう指導している。

・鈴木　茂子様～自炊を始めている。食事内容のバランスが取れており、体重も減少していることを評価し、継続していくよう指導している。

・四戸　冷子様～体重が前回より少し減少しているため、無理のない程度に食事を摂るよう指導している。また、好きなもの（プリン）を好きな時間にもっと摂っても良いことを伝えている。本人はドーナッツが食べたいとのこと。

・番沢　政勝様～栄養指導に1時間以上かかっており、アドバイスをしても本人のこだわりが強く、受け入れられていない。間食量が多く、その分食事内容を豊富にできることを伝えるが、食費と小遣いを分けて計算しており、間食は小遣いに含まれるとのこと。

・清川　厚子様～栄養指導とは関係なく、主治医が厳しすぎて怖い、合わないことを話している。体重が増加気味であり、病気のことを心配しているため厳しくしていると説明するが、聞き入れない様子。自炊は清潔にすることを条件で開始しているが、入浴の拒否があり、頭皮にふけが固まっている状態が続いており、約束は守れていない状況である。病状に動きがある可能性もあり、外来でも観察していく。

＜ケース検討＞

川口　八寿子様（50歳）　躁うつ病

9月20日（火）受診時、うみねこ幸房では仕事ができて良いことを話し、月2回の外来の後の時間をうみねこ幸房に当てたいと希望している。外来受診後の月1回のデイケア利用を含め、本人の評価を行うよう主治医より指示がある。

・デイケア：デイケアをやめたい気持ちもあるが、「デイケアにくれば楽しい」と話すこともある。本人の中で、デイケアを利用している目的がはっきりしていないこともあり、月1回の利用や時間等の約束を守っていない状況が続いている。

・うみねこ幸房：うみねこ幸房での評価はBで、清掃作業に関しては問題はない。幸房利用開始時は時間を守れない状況が続いていたが、現在は決まった時間に通勤できるようになり、仕事もできるようになっている。

⇒デイケアを利用する目的がはっきりしておらず、うみねこ幸房でも面談等デイケアと同様なことが行われているため、本人の意向を確認し、デイケアを退所も視野に入れる。また、デイケアをやめたとしても、デイケアスタッフと何か話をしたい際は可能であることを伝えていく。

